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２
０
２
６
年
度
の
診
療
報

酬
改
定
で
は
、
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
評
価
料
の
改
編
や
医
療
Ｄ

Ｘ
推
進
体
制
整
備
加
算
の
廃

止
、
さ
ら
に
は
電
子
的
診
療

情
報
連
携
体
制
整
備
加
算
や

物
価
対
応
料
の
新
設
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
変
更
が
行
わ

れ
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
協
会

に
は
６
月
の
施
行
前
後
の
問

合
せ
が
急
増
し
て
お
り
、
電

話
が
つ
な
が
り
に
く
い
状
況

が
続
い
て
い
る
。
こ
う
し
た

中
、
協
会
で
は
会
員
へ
の
迅

速
か
つ
正
確
な
情
報
提
供
を

期
し
て
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
イ
ト
を

通
じ
た
発
信
を
一
段
と
強
化

し
て
い
る
。

　

厚
生
労
働
省
か
ら
随
時
発

出
さ
れ
る
告
示
や
通
知
、
と

り
わ
け
現
場
の
疑
問
に
答
え

る
「
疑
義
解
釈
」
は
、
医
療

機
関
に
と
っ
て
極
め
て
重
要

な
情
報
だ
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
は
断
続
的
に
公
表
さ
れ
る

た
め
、
全
体
像
の
把
握
に
は

多
大
な
労
力
を
要
す
る
。

　

そ
こ
で
協
会
で
は
、
協
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
〝
い
い
医
療

ド
ッ
ト
コ
ム
〟
に
設
置
し
た

「
よ
く
あ
る
質
問
」
検
索
機

能
を
活
用
し
、
疑
義
解
釈
に

つ
い
て
も
キ
ー
ワ
ー
ド
や
複

数
単
語
に
よ
る
絞
り
込
み
検

索
を
可
能
と
し
た
。
多
忙
な

診
療
の
合
間
に
、
ぜ
ひ
有
効

活
用
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
恒
例
の
新
点
数
研
究

会
に
つ
い
て
も
、
医
科
の
第

一
次
研
究
会
で
は
定
員
を
上

回
る
申
込
み
を
い
た
だ
い

た
。
こ
れ
に
応
え
、
特
に
ニ

ー
ズ
の
多
い
外
来
点
数
に
つ

い
て
は
翌
日
に
オ
ン
デ
マ
ン

ド
配
信
を
開
始
。
入
院
点
数

に
つ
い
て
も
１
週
間
以
内
に

閲
覧
可
能
と
す
る
な
ど
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
た
サ
ポ
ー

ト
体
制
を
敷
い
て
い
る
。
こ

れ
ら
の
最
新
情
報
は
、
ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
の
ス
ラ
イ
ド
バ
ナ

ー
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る

「
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

改
定
特
集
ペ
ー
ジ
」
に
て
集

約
し
て
お
り
、
会
員
の
利
便

性
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

　

会
員
向
け
に
は
、
診
療
報

酬
の
み
な
ら
ず
補
助
金
の
申

請
方
法
な
ど
、
経
営
に
資
す

る
情
報
も
旺
盛
に
発
信
し
て

い
る
。
ト
ッ
プ
の
〝
新
着
情

報
〟
に
注
目
し
て
ほ
し
い
。

　

一
方
、
保
険
制
度
を
支
え

る
開
業
医
の
役
割
と
当
協
会

の
理
念
を
広
く
浸
透
さ
せ
る

べ
く
、
対
外
的
な
広
報
活
動

も
重
視
し
て
い
る
。
〝
い
い

医
療
ド
ッ
ト
コ
ム
〟
で
は
、

一
般
市
民
向
け
に
患
者
負
担

増
が
懸
念
さ
れ
る
〝
Ｏ
Ｔ
Ｃ

類
似
薬
〟
の
問
題
に
つ
い
て

解
説
記
事
を
公
開
。
弁
護
士

等
に
よ
る
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
紹
介

も
あ
り
、
ア
ク
セ
ス
数
は
従

来
の
月
間
７
～
８
万
件
規
模

か
ら
、
現
在
は
毎
月
１０
万
件

を
超
え
る
異
例
の
反
響
を
呼

ん
で
い
る
。

　

今
後
も
協
会
は
、
開
業
保

険
医
の
切
実
な
ニ
ー
ズ
に
応

え
つ
つ
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
情
報
発
信
に
努
め
て
い

く
。
日
々
の
診
療
活
動
お
よ

び
医
業
経
営
の
羅
針
盤
と
し

て
、
引
き
続
き
当
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
活
用
い
た
だ
き

た
い
。

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
役
割

会
員
支
援
と
国
民
理
解
の

醸
成
を
実
現
す
る

物
価
動
向
「
上
回
る
」
べ
き

高
齢
者
の
窓
口
負
担
、
自
維
で
今
後
協
議
か

自
民
党
内
か
ら

社
会
保
障
関
係
費
の
伸
び

　

学
術
部
は
３
月
２３
日
、
横
浜

市
立
大
学
附
属
病
院

次
世
代

臨
床
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｙ-

Ｎ

Ｅ
Ｘ
Ｔ
）
の
田た

の

し

ま

野
島
玲れ

お大
准
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
「
診
療
と

臨
床
研
究
―
安
全
に
行
う
た
め

に
―
」
と
題
し
た
倫
理
講
習
会

を
協
会
会
議
室
と
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

　

経
済
財
政
諮
問
会
議
が
夏
に

ま
と
め
る
「
骨
太
の
方
針
２
０

２
６
」
に
向
け
、
自
民
党
内
や

維
新
で
議
論
が
進
ん
で
い
る
。

　

自
民
党
の
社
会
保
障
制
度
調

査
会
は
６
月
２
日
に
役
員
会
を

開
き
、
骨
太
２
０
２
６
へ
の
提

言
を
と
り
ま
と
め
た
。
２７
年
度

以
降
の
社
会
保
障
関
係
の
伸
び

に
つ
い
て
は
、
技
術
革
新
に
伴

う
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
を
踏
ま

え
、高
齢
化
の
伸
び
と
は
別
に
、

足
元
の
経
済
・
物
価
動
向
に
対

応
し
た
増
加
分
を
加
え
た
水
準

を
「
上
回
る
」
も
の
に
す
べ
き

と
主
張
。
中
東
情
勢
の
緊
迫
化

に
対
し
て
は
、
急
激
な
物
価
上

昇
へ
の
対
応
の
ほ
か
、
医
療
物

資
等
の
備
蓄
・
製
造
体
制
の
強

化
等
を
提
案
し
た
。

　

同
じ
く
自
民
党
の
「
国
民
皆

保
険
を
守
る
国
会
議
員
連
盟
」

は
５
月
２６
日
に
骨
太
２
０
２
６

と
２７
年
度
予
算
の
概
算
要
求
に

向
け
た
要
望
書
を
ま
と
め
た
。

現
役
世
代
の
負
担
軽
減
へ
、
後

期
高
齢
者
の
現
役
並
み
所
得
者

の
給
付
費
に
５０
％
の
公
費
負
担

を
求
め
た
。
高
齢
者
の
自
己
負

担
や
年
齢
区
分
の
見
直
し
も
盛

り
込
ん
だ
。

　

維
新
の
会
の
社
会
保
障
調
査

会
は
５
月
２１
日
、
医
療
費
の
伸

び
を
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
伸
び
の
範

囲
内
に
抑
え
る
「
医
療
版
マ
ク

ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
に
つ
い
て

有
識
者
に
聞
き
取
り
を
実
施
。

こ
れ
を
参
考
に
、
自
民
と
の
社

会
保
障
制
度
改
革
の
協
議
に
当

た
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
翌
２２
日
の
経

済
財
政
諮
問
会
議
で
高
市
首
相

は
「
社
会
保
障
負
担
率
の
目
標
」

を
検
討
す
る
よ
う
、
関
係
閣
僚

に
指
示
。
詳
細
な
定
義
は
な
さ

れ
な
か
っ
た
が
、
「
医
療
版
マ

ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
」
よ
り
収

入
や
手
取
り
を
意
識
し
た
概
念

と
見
込
ま
れ
る
。
こ
の
他
、
▽

医
療
費
の
窓
口
負
担
、
▽
高
齢

者
の
定
義
―
を
含
む
給
付
と
負

担
の
見
直
し
に
つ
い
て
、
２６
年

度
中
の
具
体
化
と
工
程
の
明
確

化
を
関
係
閣
僚
に
指
示
し
た
。

　

自
民
と
維
新
は
近
く
、
社
会

保
障
の
協
議
を
再
開
さ
せ
、
▽

医
療
費
の
窓
口
負
担
、
▽
高
齢

者
の
定
義
―
な
ど
に
つ
い
て
検

討
す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
。

懸
念
は
受
診
控
え

　

こ
う
し
た
中
、
奈
良
県
医
師

会
は
５
月
２１
日
の
会
見
で
、
高

を
訴
え
た
。
効
率
化
や
負
担
増

に
伴
う
医
療
現
場
の
懸
念
は

「
受
診
控
え
」
で
あ
り
、
受
診

遅
れ
は
重
症
化
等
に
つ
な
が

り
、
「
結
果
と
し
て
患
者
の
苦

痛
も
社
会
全
体
の
医
療
費
も
増

え
る
」
と
説
明
。
地
域
医
療
は

「
ぎ
り
ぎ
り
持
ち
こ
た
え
て
い

る
状
態
」
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で

の
医
療
費
抑
制
政
策
を
改
善
す

る
必
要
性
を
強
調
し
た
。

で
開
催
。
３８
名
が
参
加
し
た
。

氏
は
医
療
現
場
で
混
同
さ
れ
や

す
い
「
日
常
診
療
」
と
「
臨
床

試
験
」
の
違
い
を
明
快
に
示
し
、

最
新
の
法
改
正
や
指
針
の
動
向

を
踏
ま
え
た
、
安
全
な
研
究
実

施
の
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
詳
説

し
た
。

　

氏
は
冒
頭
、
日
常
診
療
と
臨

床
試
験
の
違
い
を
解
説
。
日
常

診
療
は
「
個
々
の
患
者
へ
の
最

善
の
医
療
提
供
」
を
目
的
と
す

る
の
に
対
し
、
臨
床
試
験
は
「
科

学
的
な
仮
説
の
検
証
」
を
目
的

と
す
る
も
の
で
あ
り
、
両
者
と

も
同
じ
医
療
機
関
で
同
じ
医
療

者
が
行
う
こ
と
が
あ
る
が
根
本

的
に
異
な
る
も
の
だ
と
強
調
し

た
。
そ
の
上
で
〝
臨
床
試
験
〟

は
効
果
や
副
作
用
が
未
知
で
あ

る
以
上
参
加
者
に
一
定
の
リ
ス

ク
を
負
わ
せ
る
こ
と
か
ら
、
厳

格
な
倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵

守
が
不
可
欠
だ
と
し
た
。

　

続
け
て
、
臨
床
研
究
の
ル
ー

ル
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
現
在

の
法
的
枠
組
み
を
解
説
。
医
薬

品
の
製
造
販
売
に
必
要
な
治
験

に
は
「
薬
機
法
」
、
適
応
外
薬
・

未
承
認
薬
の
使
用
や
資
金
提
供

を
受
け
る
研
究
に
は
「
臨
床
研

究
法
」、
法
の
適
用
に
な
ら
な

い
臨
床
研
究
や
観
察
研
究
な
ど

に
は
「
人
を
対
象
と
す
る
生
命

科
学
・
医
学
系
研
究
に
関
す
る

倫
理
指
針
」
な
ど
複
数
の
法
令

が
あ
る
こ
と
を
示
し
た
。

齢
者
医
療
の
負
担
増
を
求
め
る

主
張
が
相
次
い
で
い
る
こ
と
を

念
頭
に
「
医
療
は
コ
ス
ト
で
は

な
く
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
だ
」
と

反
論
。
医
療
機
関
の
存
続
支
援

や
人
材
確
保
政
策
の
強
化
な
ど

ケ
ー
ス
が
広
が
る
と
し
た
。

　

今
年
７
月
適
用
の
指
針
改
訂

で
は
、
一
般
参
加
を
進
め
る
世

界
的
な
流
れ
に
対
応
し
、
基
本

方
針
に
「
患
者
・
市
民
の
視
点

の
尊
重
」
が
盛
り
込
ま
れ
る
予

定
だ
と
し
た
。
そ
の
内
容
は
同

意
取
得
手
続
き
の
簡
素
化
と
も

と
れ
る
。

　

な
お
、
昨
年
の
臨
床
研
究
法

改
定
で
は
、
医
薬
品
等
の
適
応

外
使
用
の
研
究
で
も
既
承
認
の

用
法
等
と
リ
ス
ク
が
同
程
度
の

も
の
に
つ
い
て
は
、「
特
定
臨

床
研
究
と
し
な
い
」
と
の
緩
和

が
行
わ
れ
た
こ
と
も
付
言
し
た
。

　

氏
は
最
後
に
、
臨
床
研
究
の

ル
ー
ル
は
年
々
変
化
し
て
お

り
、
医
師
個
人
で
の
対
応
に
は

限
界
が
あ
る
こ
と
、
計
画
策
定

か
ら
統
計
解
析
、
論
文
発
表
ま

で
を
ト
ー
タ
ル
で
サ
ポ
ー
ト
す

る
Ｙ-

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
の
よ
う
な
研

究
支
援
組
織
を
積
極
的
に
活
用

し
、
質
の
高
い
研
究
を
目
指
し

て
ほ
し
い
と
締
め
く
く
っ
た
。

「
侵
襲
」と「
介
入
」の

有
無
は
計
画
に
影
響

　

さ
ら
に
氏
は
前
述
の
倫
理
指

針
に
基
づ
い
て
研
究
計
画
を
立

て
る
際
、
多
く
の
医
師
が
迷
う

「
侵
襲
」や「
介
入
」の〝
有
無
〟に

つ
い
て
の
考
え
方
を
詳
説
し
た
。

　

「
侵
襲
」
と
は
穿
刺
、
切
開
、

薬
物
投
与
な
ど
、
対
象
者
に
傷

害
や
負
担
を
与
え
る
行
為
を
指

す
一
方
、
単
純
Ｘ
線
検
査
や
造

影
剤
な
し
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
、
診
療
目

的
の
採
血
の
増
量
な
ど
は
〝
軽

微
な
侵
襲
〟
に
分
類
さ
れ
る
と

し
た
。
指
針
上
は
、
こ
れ
ら
の

違
い
で
患
者
の
同
意
取
得
の
厳

密
さ
な
ど
、
研
究
で
行
う
対
応

が
変
わ
る
。

　

「
介
入
」
に
つ
い
て
は
、
〝
研

究
目
的
に
よ
り
投
薬
や
検
査
な

ど
の
行
為
を
制
御
す
る
こ
と
〟

と
説
明
。
日
常
診
療
で
行
う
行

為
で
あ
っ
て
も
、
研
究
の
た
め

に
薬
剤
の
割
り
付
け
や
選
択
肢

の
制
限
を
行
え
ば
「
介
入
」
に

当
た
る
と
し
た
。
介
入
も
同
様

に
、
そ
の
有
無
に
よ
り
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
へ
の
登
録
や
同
意
取
得

な
ど
、
指
針
に
よ
り
求
め
ら
れ

る
対
応
が
変
わ
る
。

　

こ
の
介
入
を
行
う
研
究
が

〝
臨
床
試
験
〟
で
あ
り
、
観
察

研
究
（
介
入
の
な
い
日
常
診
療

の
デ
ー
タ
分
析
な
ど
）
と
合
わ

せ
て
「
臨
床
研
究
」
と
呼
ぶ
こ

と
を
図
示
し
た
。

　

ま
た
〝
観
察
研
究
〟
に
つ
い

て
、
巷
の
「
介
入
研
究
の
方
が

エ
ビ
デ
ン
ス
レ
ベ
ル
が
高
い
」

と
い
う
言
説
は
必
ず
し
も
当
て

は
ま
ら
ず
、
研
究
の
目
的
に
よ

っ
て
使
い
分
け
る
こ
と
が
適
切

で
あ
る
と
し
た
。

　

臨
床
研
究
を
実
施
す
る
際
、

特
に
心
に
留
め
て
ほ
し
い
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
、
▽
研
究
計
画
書

の
遵
守
と
変
更
手
続
き
の
厳
格

な
対
応
、
▽
研
究
開
始
時
は
倫

理
委
員
会
の
承
認
と
機
関
の
長

の
許
可
を
と
も
に
取
得
、
▽
原

則
文
書
で
患
者
の
同
意
を
取
得

し
原
本
は
適
切
に
保
管
、
▽
患

者
へ
の
説
明
は
研
究
責
任
者
ま

た
は
分
担
者
が
実
施
―
等
を
強

調
し
た
。

同
意
取
得
の
簡
素
化
で

医
学
研
究
推
進
を
狙
う

　

ま
た
現
在
、
個
人
情
報
保
護

法
の
改
定
案
に
よ
り
、
一
般
の

病
院
等
も
「
学
術
研
究
機
関
等
」

に
含
ま
れ
る
こ
と
が
明
示
さ

れ
、
学
術
目
的
の
研
究
で
あ
れ

ば
個
人
情
報
の
取
り
扱
い
に
お

い
て
本
人
同
意
が
不
要
と
な
る

リ
ス
ク
伴
う
「
研
究
」

リ
ス
ク
伴
う
「
研
究
」

倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵
守
を

倫
理
的
配
慮
と
ル
ー
ル
遵
守
を

倫
理
講
習
会講師の田野島氏

平和問題講演会平和問題講演会

高まる排外主義と高まる排外主義と
戦争の兆しに警鐘戦争の兆しに警鐘

　核戦争防止神奈川県医師の会（反核医師の会）と

協会は4月11日、協会会議室にて平和問題講演会を

共催。映画「医の倫理と戦争」の上映を行うととも

に、「国際化する医療現場から見えてくる排外主義

と戦争の兆し」をテーマに港町診療所所長の沢田貴

志氏が講演し、60名が参加した。個人で参加した高

校生もおり、一般市民からの関心も高かった。 

　映画では、731部隊の経緯を追うほか、外国人医

療、精神科医療等をテーマに医療者へのインタビ

ューが進行。人の命を奪う戦争は、人の命を救う

医療とは相容れないこと、国家が命や人権を踏み

にじる動きを見せた時には、医療者が『医の倫理』

をもって「NO」を発信すべき―とのメッセージが口々に語られた。

　後半は、映画にも出演した沢田氏が講演。「総医療費に占める外国人

の割合は1.39％に過ぎない」とし、SNSを中心に広まっている「外国人が

医療財政を圧迫している」という言説を「明らかなデマ」と喝破。構造

的背景とデータをもとに反証し、高まる排外主義と戦争との関係性に

警鐘を鳴らした。 講演会の様子は翌12日の神奈川新聞で報道された。

　なお、同日開かれた反核医師の会・総会には代表世話人含む3名が

参加。すべての議題が

異議なく承認された。 

講師の沢田氏

H
ホームページ

Pにて配信中


